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落ち葉堆肥を投入した畑地
から農産物を収穫（畑地）

落ち葉堆肥づくり（屋敷地）

落ち葉掃き（平地林）

平地林の育成（平地林）
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武蔵野の落ち葉堆肥農法とは、木々を
植えて平地林を育て、その落ち葉を集め
て堆肥として畑に入れ土壌改良を行うこ
とで安定的な生産を実現し、その結果と
して景観や生物多様性を育むシステム

農法が生み出すランドスケープ

農法が生み出す農業生物多様性

農法が生み出す文化

オオタカ
（準絶滅危惧）

キンラン（絶滅危惧Ⅱ類）

特徴的な短冊形地割

本地域の開拓に携わった様子
や収穫の喜びが伝わるお囃子

武蔵野地域は
埼玉県南部
川越市・所沢市
ふじみ野市・三芳町
の３市１町からなる
地域です。

首都東京から
３０㎞圏内
大都市近郊の
農業遺産

武蔵野の落ち葉堆肥農法



本地域の平地林を感じられる散歩道の整備と散歩道MAPの作成

▌伝統的農法の維持

農業遺産拠点施設の整備

▌伝統的農法の発信・発展と視察受入施設の整備

日本農業遺産認定による効果

実践農業者認定制度の創設

中国「宣化のぶどう栽培の都市農業遺産」との
『都市型農業遺産「宣化・武蔵野」共同推進宣言』

落ち葉サポーター制度の創設 実践農業者補助金制度の創設 農業遺産の周知

ハチホンバサミ

クマデ

親子農業塾

武蔵野落ち葉堆肥農法世界農業遺産
推進協議会が伝統的農法である落ち
葉堆肥農法を実践している農業者を
認定する制度の創設。

映像による農法の紹介や農業遺産の
これまでの歩みの展示。

実践農業者数 ７２軒 落ち葉サポーター数 79人 実践農業者補助件数 46件

2017年からの視察者数 35団体543人

落ち葉掃きにかかる人手不足を解消す
るため、多様な主体が気軽に参画できる
よう、落ち葉サポーター制度を創設。

実践農業者に対して、ハチホンバサ
ミやクマデなど落ち葉掃きにかかる
費用に関して補助金を交付する制
度を創設。

様々な世代に向けて本地域の農法を知って
いただくため、親子や小学生を対象とした
農業塾を開催。また、農法の魅力を発信す
る人材を育成するため農業遺産コンシュル
ジュ養成講座を実施。

都市近郊の農業遺産の課題や解決策をお互
いに共有し、学術的、農業的及び文化的交流
をはじめ多角的な連携を密接に図ることで
都市型の農業遺産の重要性を世界に向けて
発信し、共に保全活動を推進するために
2019年に共同宣言を行った。

農業遺産拠点施設を中心にして、散歩道を整備し、本地域の農法の不可欠の要素である
屋敷林・畑地・平地林を直接体感できるようになっている。
散歩コースは「人と農の道コース」「平地林コース」「歴史の道コース」の３コースを整備。

農業遺産コンシュルジュ
養 成 講 座

小学生対象の農業塾

R4.3月末時点


